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　5 － 2　育苗専門家 AHL 氏
　5 － 3　西パサマン県労働者社会局長 M 氏
　5 － 4　カパールのナガリ長 SY 氏







　北スマトラのデリ・プランテーション地帯の 1870 年から 100 年以
上の長期の歴史人類学的著作、『プランテーションの社会史――デリ、



























































　ウィルマー・グループは 1991 年創業された。創業者は 2 名。シン
ガポール人クオック・クーン・ホン氏（Mr Kuok Khoon Hong, 1950
年生まれ）。 シンガポール大学ビジネス経営学科卒。もう一人は、イ
ンドネシア、トバ・バタック人マルトゥア・シトルス氏（Mr Martua 
Sitorus, 1960 年生まれ）。 メダンの HKBP Nomensen 大学卒。3 現在
の CEO はクウォック・クーン氏である。
　ウィルマー・グループのビジネスは多岐にわたっている。

















行っている。グループ全体の従業員は 9 万人に達し、300 以上の加工
工場を持つ。世界 50 か国に製品を販売している。2005 年時点でイン
ドネシアに 7 万ヘクタール以上の農園を所有している。またリアウ州
ではバイオディーゼル用のパームオイル開発も行っている。
　2011 年時点のグループ全体の総収入は $44.71 billion USD （447 億






　2006 年時点でインドネシアとマレーシアに 573,405ha の土地を所有






ABN Amro Bank Netherlands
Bank Central Asia Indonesia
Bank Mandiri Indonesia







Southern Bank, part of CIMB Group Malaysia
Standard Chartered Bank United Kingdom
　この報告書の作成された 2007 年直近のウィルマー・グループへの
投資では、シンガポールの OCBC Bank、オランダの Rabobank、ア
セアン全体の投資銀行である CIMB Group7、それにイギリスの 
Standard Chartered Bank がもっとも重要な銀行である。
　ウィルマ ・ーインターナショナルの主要な顧客は以下の通りである。
中国の企業が圧倒的に多いのが特徴である。アメリカの P ＆ G やス
イスのネスレなどパームオイルを大量に消費する企業が挙げられてい
るのは驚くことではない。
Alfred C. Toepfer International Germany
Arnott Indonesia Indonesia
Beijing Heyirong Cereals & Oils China





China Grains & Oils Group China





Procter & Gamble United States
Savola Saudi-Arabia
Unilever Netherlands / United Kingdom
VVF India
　こうした企業の中で、米蘭の多国籍企業であるユニリバー（The 









　2005 年末に 69,217ha のパームオイル農園を所有している。そのう
ち 48,809ha はすでに植え付け済みである。ウィルマー・グループは
参加農家（プラスマ農家）分として 38,102ha を所有している。2006
年 8 月には一部 ADM 社と共同で 5 つの農園企業を買収した。カリマ

















































































　2003 年、ゲルシンドは 200ha を供与することには同意したが、残
りの 200ha は 10 億ルピアで「買い取る」ことを提案した。民衆はこ
れを拒否し、デモを行なうと、警察の弾圧が始まった。
















発資金融資 Kredit Koperasi Primer Anggota）を利用した。リンクン・
アウルには 1989 年創設の KUD（デサ協同組合）が二つあり、その下
に農民組合（KT, Kelompok Tani）があった。94 年、1ha 当たり 650





















































1 ブロックで構成される 20 人のブル（肉体労働者）の集団。1ha125






3 － 2　RSPO への参加 11






























①　 ウィルマー・グループは RSPO の認証評価を受け、グローバル
企業へと成長した。



























































るが、かならず、20 キロとされる。30 ～ 40 キロある場合でもかなら
ず「20 キロ」とされる。





























3 － 3 － 2　他の労働者たち
　果房収穫労働者以外の農園労働者 4 人とは 2011 年 8 月インタビュー
を行った。
　まず、Z 氏。農園内の電気技師をやっている。雇用は日雇い 18。日

















　3 番目に D 夫人。初めて女性労働者とインタビューすることができ
た。南プシシルから夫とともに、出稼ぎに来ている。日雇い。仕事は
肥料の散布。これは女性の仕事である。20 人が一斑（アンチャ）を
構成する。一日 42,000 ルピア（500 円弱）
　D 夫人に付き添うように、最後に彼女の夫 SE 氏が口を開いた。Z
氏よりは社に批判的で、「ミナン人は出世できない」とこぼしていた。
　彼は果房収穫労働者であるが、身分は日雇い。一日に 75FFB 収穫
可能である。平均 1.5 トン。57,000 ルピア（600 円）の日当にしかな
らない。月に 26 日働いたとして、その他の収入（Pruning）20 の収入
を入れて、170 万ルピア（2 万円弱）の収入がある。FFB の値段は
PHP の方が値段はいい。もし月に 30 トン以上の収穫があると、10 キ
ロの米代（13 万ルピア）がもらえる。
　毎月、保険料として 24,000 ルピアが天引きされる。息子が盲腸の





















地元の住民が好きなものを栽培していた。1980 年ドイツの GTZ プロ
ジェクトによりパーム栽培が再開され、PTPN　VI　が設立された。





















民衆農園 国営農園 民間農園 西スマトラ全体
2009 377.864 トン 18.904 トン 470.970 トン 833.476 トン
2010 371.183 トン 18,670 トン 462.189 トン 852.042 トン
※ 2008 年が 349.317 トンであり、2007 年が 326.580 トンである。
　 2009 年以降、総生産高が 2 倍以上に増加している。




















































4 － 1 － 2　国営農園幹部 BS 氏
　BS 氏。現在の職階は Asisten Pengawasan Mutu（副品質監視官）。
2011 年 BS 氏を訪ねたら、他の国営農園の幹部として「栄転」してい
た。





















　1980 年ドイツの GTZ プロジェクトにより、ふたたび、アブラヤシ
の栽培が始まった。12,000 ヘクタールの土地だったが、ジャワ人村落
（4 － 3 参照）はすでに水田耕作を始めていて、アブラヤシ農園に入
らなかった。




　参加農家 1 世帯当たり 2ha（1 カプリング 29）が与えられ、1600 万






　現在（2011 年 8 月）月 500 万ルピア（4.5 万円ほど）の収穫がある。
必要経費を差し引いても、都市部の平均月収ほどの額である。



































のブキット・ニラム Bukit　Niram では、コーヒー園や Tuba（魚毒
をとる成分を産出）園の労働者として来た。
②　1925 － 30 年
　①の農園が成功しなかったので、オプヒールでアブラヤシ農園が開
かれた。オプヒール周辺の土地が「黒く」、肥沃なため。
③　1935 － 38 年　
　P 氏の父親は 1937 年に夫婦で来た。所帯持ちでないと移住はでき


























　2010 年 8 月の西パサマン県の農園局（Dinas Perkebunan）で局長
の JM 氏にインタビューができた。西パサマン県におけるアブラヤシ









　国営第 6 農園は 80 年。民間として、ウィルマーやバクリ、アグロ
など、16 社。詳しくは資料がある。
◇民衆農園の増加の原因
　表 1 からも分かるとおり西スマトラ州での CPO 生産の 44％は民衆
農園での生産である。2009 年から 2010 年の間に西パサマン県の民衆






























4 万ルピアを支払って、植え付け、植え付け後 3 年目から、収穫がある。
しかし、本格的な収穫は 7 ～ 8 年後から。25 年間は収穫可能。
　民衆農園とはいっても、県全体で組織化されている。県のレベルで
は、パーム農民組合 Assosiasi Petani Sawit がある。デサ（現在はナ
ガリ）には、KT がある。各農民が KT に参加するのは自由。しかし、





　これまでの開発資金融資制度である KKPA は 2006 年に Revirisasi
に変わった。農業大臣令 2006 年第 33 号（Surat Keputusan Menteri 






























　年に 4 種類の種苗を農園局が買い付けに来た頃は、8000 ～ 9000 万
ルピアの収入があった。今年はゴムだけの注文なので、1500 万ルピ
アほどの収入。
　自分の種苗園には 8 人の労働者がいる。男女 4 人ずつ。彼らは自分
の村から、必要に応じて連れてくる。男は日当 4 ～ 5 万ルピア、女は
2．5 万ルピア。これは平均的な農園労働者の日当よりも、ずっといい。







2005 年に移動。12ha のアブラヤシ農園（収穫可）を買う。2 億ルピ











　農園での収穫作業のために、7 人を雇っている。ジャワ人 6 人、マ
ンダイリン 1 人。成熟したアブラヤシは 2 週間に 1 回の収穫が可能で















　1 月に 2 回の収穫労働、40 万ルピア× 7 人＝ 280 万ルピア。果房 1
トンを 100 万ルピアで売れる。12 ヘクタールの農園から 1 回の収穫
作業で 8 トン取れる。月 16 トンとなり、1600 万ルピアの粗収入がある。
そこから必要経費の 280 万ルピアを引くと、毎月約 1300 万ルピアの
実収入がある。
5 － 4　カパールのナガリ長 SY 氏
◇個人所有の民衆農園
　2001 年の地方自治法の改正により、西スマトラでは伝統的なナガ







　アブラヤシ農園 4ha はすべて賃労働でやってもらっている。1ha で
2 ～ 3 トンの FFB の収穫あり、月平均 300 ～ 450 万ルピアの収入。
ルバラン（断食明けの大祭）時には FFB 価格が低下、工場が休むため。







　西パサマン県の工場は、1 時間当たり 50 トンの FFB を処理できる。





　カパールの年間予算 APBD40 として 100 万ルピア。県知事からの配









働者で日当が 8 ～ 10 万ルピア、職人には 10 万ルピア支給する。
ナ ガ リ 内 の 開 発 を 議 論 す る 機 関 と し て LPMN（Lembaga 
Pembangunan Masyarakat Nagari）がある。
　ナガリ・カパールは 7,684 平方㎞あり、6 つの支村（Jorong）から







5 － 5　他の 3 氏
　ナガリ長の SY 氏へのインタビューをしているときに、その場にい
た 3 氏にインタビューできた。3 氏とも自分の農園を持っている。
◇共有地での開発
　TA 氏 3ha、GU 氏 3ha、ZU 氏 3 ～ 4ha。彼らが持っている農園は、






























　大農園の種子を買うと、1 本当たり 45,000 ルピア。1 カップリング
（2ha）当たり 225 ～ 250 本植えるので、約 11,350,000 ルピア（13 万円）
が必要となる。農民にはそんなお金はないので、農園からは買わない。
　種子の品種がよければ、当然収穫高も増える。民衆農園の種子は 1
カプリング（2ha）当たり、毎月 4.5 ～ 5 トンの収穫がある。ところが、
PTPN（国営農園）の種子だと、9 ～ 10 トンの収穫があり、2 倍の差
がある。
◇肥料　
　種子と並んで肥料代もばかにならない。肥料を 1 回買うと、3 カ月




　収穫作業は近辺の農民に任せている。3ha2 ～ 3 人一組で、1 日で














　トラック 1 台で 100 万ルピアの実収入。月に 2000 万ルピアほど。
5 － 5 バタン・トンカルダム
　2010 年 8 月、バタン・トンカルダム（Bendeng Batang Tongkar）
を見に行った。これは 6400 ヘクタール余りの土地を潤す灌漑用ダム
で、JICA の仕事。
　その帰り、30 年前に 2 ヘクタールの土地を買い入植したミナン人
とインタビューができた。
　最初は水田耕作をしていたが、最近はアブラヤシをやっている。子

















写真 4　国営第 6 アブラヤシ農園（オプヒール）











Daftar: Perushaan PMA/PMDN Perkebunan dan Industri Pengolahan Sawit 
Pengguna Tenaga Kerja（アブラヤシ農園、搾油工場、労働者を持つ企業の資本
別（外国／国内）一覧　）






1 PT AMP Plantation 6 2,185 + +
2 PT Gersindo Plantation 9 792 + +
3 PT SumbarAndalasKencana 12 2,075 － +
4 PT Incari Raya 12 3,575 + +
5 PT PencariSawit Indonesia 7 1,700 － ＋
6 BungaSetangkaiPangkalan 0 100 － +
7 PT PermataHijauPasaman 8 1,072 － +
8 PT TidarKerinciAgung 0 4,254 + +
9 PT Perkebunan Pelalu Raya 0 50 + +
10 PT PariBuahSawit 3 127 +
11 PT Perkebunan Nusantara VI 0 1,201 + +
12 PT MutiaraAgam 0 1,347 + +
13 PT Agrowiratama 0 1,020 + +
14 PT Transco Pratama 0 130 － +
15 PT BinapratamaSakato Jaya 1 2,108 + +
16 PT Sumatera Jaya Agrolestasi 1 424 + －
17 PT BintaraTani Nusantara 0 881 + +
18 PT SawitPasaman Jaya 0 253 + +
19 PT Anam Koto 0 63 － +
20 PT PrimatamaMulia Jaya 2 466 + +
21 PT Andalas Agro Industri 5 114 + +
22 PT AndalasWahanaBejaya 3 205 － +
23 PT PasamanMaramahSejatera 8 492 + +
24 PT SelagoMakmur Plantation 1 157 + +








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 1 本稿は、2010 年 10 月 9 日（土）「アブラヤシ研究会」で以下のタイトルで話し




3 メダンにあるプロテスタント系私立総合大学。1954 年創設。大学名は 19 世紀
末バタック人宣教師、インウェル・ルートヴィッヒ・ノメンセン（Ingwer 
Ludwig Nomensen）に由来。Wikipedia より。




6 Buyers and financiers of the Wilmar Group, A research paper prepared for 
Milieudefensie （Friends of the Earth Netherlands） by Profundo, July 2007
http://www.foeeurope.org/sites/default/files/publications/FoEE_Wilmar_
Palm_Oil_Financers_0707.pdf
7 クアラルンプルに本社があり、18 か国、1,100 支店を擁する。http://www.
c imb . c om/ index . php?ch=g2_au&pg=g2_au_con ten t&tp t=c imb_
group&cat=profile
8 N. Nakashima, Oil Palm Development and Violence, a Case Study of 
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15  PHK （Pemutusan Hubungan Kerja） atau Kerja
16 JAMSOSTEK, Jaminan Sosial Tenaga Kerja
17 SKU（Syarat Kerja Umum）「常勤労働者」　vs　BHL （Buruh Harian Lepas）
「日雇い労働者」。
18 Kepala Perumahan dan Operator Gensel, masin listrik, Buruh Harian Tetap 
（BHT）.






21 国営第 6 農園については以下に詳細な報告がある。しかし、労働者の問題につ
いてはあまり記述されていない。
Idsert Jelsma, Ken Giller and Thomas Fairhurst, “Smallholder Oil Palm 
Production Systems in Indonesia: Lessons Learned from the NESP Ophir 
Project” WageningenUniversity, Wageningen October 2009 
22 西パサマン県におけるアブラヤシ産業は県の財政にどれほど寄与しているの




23  Statistik Perkebunan Indonesia 2009 - 2011




24 インドネシア語で下の職階から、Karyawan, Pimpinan, Staf と区別されている。
  THR, Tunjangan Hari Raya
26 ゲルシンドの労働者の発言では、「月 30 トン」がノルマだとのことであるが、
その違いがどこにあるかは不明。






29 カップリングとはオランダ時代の計量単位。ここでは 2ha のこと。
30 FFB（Fresh Fruit Bunches） のインドネシア語訳は TBS（Tandang Buah 
Segara） であり、TBK は Tandang Buah Kuno となる。
31 当時は西スマトラ州は存在せず、現在の西スマトラ州とリアウ、ジャンビを合
わせた州が中スマトラ州と呼ばれた。




34 PT Socfin Indonesia が生産している DxP Unggul という種子の特徴を同社は
以下のように誇っている。「1．年平均 1ha 当たり 28 ～ 32 トンの収穫があり、40
トンの可能性もある。2．CPO が 26％採れ、核油が 4．2％採れる。3．CPO は
1ha 当たり年平均 7 ～ 9 トン生産でき、10 トンの可能性もある。4．植え付け後
24 か月後から収穫できる。5．年平均 50 センチしか成長せず、収穫が容易である。
6．干ばつへの耐性が強い。その他」DxP Unggul SOCFINDO, PT SOCFIN 
INDONESIA
35 Kantor Departmen Pertanian & Perkebunan. APBN（Anglan Pendapatan 
Belanja Negara）Dinas Perkebunan/Pertanian





39 50 ×（6 ～ 8）× 9　2700t ／日
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